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気象庁地震観測官署の地盤調査*

気象庁地震課料

550.340 

地震記録は，観測点近傍の地盤条件によって著るしく だいた.地盤の種類分けは，ほぼ強震観測推進連絡会議

変調されるので，資料の利用にあたってはそれらの条件 で使用しているものによった.

を考慮する必要がある.今回，ごく簡単ではあるが，気 なお，磁気テープ記録式電磁地震計の変換器を埋設し

象庁地震観測官署の地盤条件その他を調査したので，そ た官署の柱状図のいくつかの例を図 1に示す.

の結果を報告する.本資料の作製にあたっては，次のよ

うなアンケートを全国地震観測官署に依頼し協力をいた

番号| 地盤の分類

庁舎の周囲相当な範囲にわたって，

岩盤，硬質砂れき層，その他，主と
盤|

して第3紀以前の地層によって構成

されているもの

庁舎の周囲の相当な範囲にわたっで

砂れき層，ローム層，砂混り硬質粘

|土層，その他，主として洪積層によ
硬 い 砂 利

2 I って構成されているもの.また厚さ

粘土の地盤|が，おおむね 5m以上の砂利層もし

くは砂れき層の沖積層によって構成

1 I岩

怒

曜日
5斗

EI E' 

H. 

15朝 E I G 
IE 

されているもの

R
U
 

F
 斗nu 

内正

i第 1，第2および第4に属さない地
ふつうのや|

|盤で，砂層，砂混り粘土層，粘土
3 Iわらかい士也

盤 |層，泥土など主として沖積層に属す

るもの

著るしく軟弱な地盤で，次のいずれ

かに該当するもの

1. 腐食土，泥土その他これに類

するもので構成されている沖

積層でその深さが30m以上のも

の

2. 埋立て地で深さ 3m以上，埋

立てられてからおおむね30年を

特にやわら
4 

かい地盤

図1 柱状図の例
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林吉田弘，勝又護

記入例:10mの杭4本を打込みその

地震計台構造に|上γ戸さ 3mのコンクリート台がの
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官署|地盤|地震計|設置.場所|そ の 他

室戸岬 1 S，E，T 地震計台

高知 3 S，p 11 

足摺岬 1 S，E 11 

宇和島 1 S，E // 

松山 2 S，W 11 * 
岡山 2 S，E，T T(埋設) * 
広島 1 S， T ' 11 *ム

鳥取 . 3 S，T 地震計台

米子 3、 S，p 11 * 
西郷 S，E 11 

松 江 1 S， T T(埋設〉 * 
浜 田 1 S，E，T 地震計台

下関 S ¥ ，E，T 11 

厳 原 2 S，E 11 

福 岡 2 〈S59，，E 61〉S (4 F) * 

表で用いられている記号の説明

地震計 S :強震計

E:直視式電磁地震計 (59型， 61型)

T:磁気テープ記録式電磁地震計

W:ウィーへルト式地震計

p:普通地震計

* :地盤の柱状図がある官署

T(埋設): 30mまでボ{リングをし変換器を

埋設した官署

ム:ボーリ γグの結果岩盤に達した官署

参考のために地盤の種別と地盤係数*との関係を図 2

に示す.横軸は地盤係数，縦軸は表中地盤の欄の数字で

ある.庁舎の移転等で 2，3の官署については省略した.

*勝文護 (1954):地震動振幅の地盤係数(その 1)，験震

時報， 19， 78~88. 

官署|地盤|地震計|設置場所|そ の 他

佐賀 4 S，p 

地地Ts震(震〔明3計計設F台台〕〉大分 3 S，T 

延岡 1 S，T 

宮 崎 3 S，E，T Tテレメータ i申

鹿児島 2 S，E 地震計台

種子島 1 S，E 11 

熊 本 2 S，T T(埋設) !火山灰地*

長崎 1 S，E，T S (3 F) 

福江 2 S，E 地震計台

雲仙岳 1 -I S // 

阿蘇 3 S 11 

那 覇 1 S，E 地震計台・

宮古島 1 S，E 1/ 

石垣島 1 S，E // 

与那国 1 S，p // 

4 0 αコ 。

3 fIJ ~&:申:0 <ID 

2 。⑨0・鯵蝿暗唱団

o 0 0 母l:laOo

図 2 地盤の種別と地盤係数 (K)

Kが 1以上の地点を右側に 1以下の地点に

ついては 1/Kをlとり左側にプP ットした.
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